
8月 3日(木）区長会会議
8月 11日(金）山の日(祝日）
8月17日(木) 体育推進部会会議
8月24日(木)体育推進委員会
9月 1日(金) あいさつ運動
9月 4日(月)地域づくり部会全体会議
9月15日(金) あいさつ運動
9月20日(水）高齢者学級
9月27日(水) 健康料理教室
※敬老会の詳細は9月号でお知らせ

亀 流
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7月2日(日)に七夕会を実施しました。(青少年育成部会主管) 今年度は小学生と共に園児さんも保

護者同伴で募集して、80名余りの参加者で賑わいました。前年同様、事前に亀川保育園園児作の七

夕飾りを、あいにくの雨の日にも負けず園児さん共々歩いて運んでくださり、コミセンロビーに飾っ

ていただきました。また、亀場幼稚園の先生は園児作の短冊や飾り物を飾り付けに来て下さり、2本

の飾り竹で華やかに当日の七夕会に花を添えていただきました。江﨑部長(亀川保育園)の進行で開会

し、舩本先生(亀場幼稚園)の七夕祭りにまつわる紙芝居の読み聞かせにその由来を知り、短冊に思い

思いの願い事を書き、立石先生(亀川保育園)作の飾り見本を見ながら、いろいろな飾り切りに挑戦し

ました。小学生は、難しい折り方や切り方も苦心しながら、幼児たちは保護者と楽しみながら其々

に完成させ、3本目の見事な飾り竹が出来、館内は七夕祭りの気分一色になりました。今回は食生活

改善推進委員さんのご協力により、ソーメンとおにぎりの昼食もあり、夏の味に舌鼓をうちました。

ビンゴゲームやお土産のお菓子の詰合せに笑顔いっぱいの中、無事終えることが出来ました。

七夕会を楽しみました!!

香典返しありがとうございました

宇土区 大野 武道 様（亡母 大野ヨシヨ 様）
ご冥福をお祈りいたします

R5新区長紹介シリーズ④
下浜田の区長になりました植村です。

早くも上半期も過ぎ、コロナで中止だっ
た各種行事の遂行にあたり、先輩諸氏の
ご指導を仰ぎながら何とか努めてまいり
ました。これからも地区の皆様と連携を
とって、自治会活動を務めたいと思いま
すので、宜しくお願いします。

下浜田 植村区長

花いっぱい運動
7月18日(火)午前8時半～東長寿会25名
の皆さんが花壇と庭園の除草作業をして
くださいました。長雨で伸び放題になっ
た雑草に隠れていた花々も元気を取り戻
しました。暑い中の作業お疲れ様でした。



順位 氏名 所属 順位 氏名 所属
1 前田 則男 浜田長寿会 6 舩元 修次 西 長寿会
2 山下 英昭 帽岳長寿会 7 土井 信昭 東 長寿会
3 松本 幸信 西長寿会 8 和田 英憲 西 長寿会
4 横山 豊子 東 長寿会 9 木下 珠美 浜田長寿会
5 福本 則子 浜田長寿会 10 川峯 富夫 西 長寿会

7月18日(火)長雨の合間の猛暑の中「紫陽花の会」の方々が来年の開花に向け、例年通り剪定作業を行わ

れました。亀場地区振興会では平成14年頃から地域住民と一体となって、亀川河川敷の美化作業に取り

組み、その一環として十数年前に、数十本の挿し芽の苗木を育て、亀川沿いの土手に植樹されたことに始

まりました。亀場コミセン周辺と亀川を挟んだ対岸にあるアジサイ並木は、この地区や紫陽花を愛してい

る有志で「紫陽花の会」を結成され、毎年の育苗や剪定・草刈作業などにより、今では120本余りの見事

な並木道ができあがり、初夏の開花の時期には色とりどりに、住民の目を楽しませてくれています。現在、
一緒に活動して下さる方を募集されています。ぜひ、ぜひ、ご参加・ご協力をお願いします!!

「紫陽花の会」の方々と今回作業をお手伝いいただいた皆さん

原田龍雄さん・舩元聖代さん・舩元修次さん・猪原正夫さん・松本幸信さん・江﨑啓造さん・山本

友保さん・ 井上数馬さん・井上耕次さん・浦本雄一さん 大変お世話になりました!!

紫陽花の剪定作業、お疲れさまでした!!

亀場町長寿会連合会
R5.グランドゴルフ大会(前期)

6月28日(水)亀場町民運動広場で開催され、成績
は下表のとおりでした。おめでとうございました。

高齢者学級「亀場町鶴亀学級」が開催されました
7月19日(水)亀場地区コミュニティセンター視聴覚室に於いて18名の参加者の下実施されました。
【内容】郷土歴史講座『横田良一と天草小唄』
【講師】元熊本日日新聞社 平野 有益 氏

天草の流行歌手「横田良一 氏」は、明治44年（西暦1911年）9月10日、現在の天草市二浦町に生を受
け、20才の時に東京の音楽学校を卒業後、昭和7年～9年にかけて芸名を50余り変名しながら、5社のレコー
ド各社で100曲余りの歌を吹き込み、流行歌を中心に幅広いジャンルを歌い活躍されました。
皆さんがご存じの「天草小唄」は昭和8年10月、地方注文盤として作詞・平野雅廣(講師の父)/作曲・大

村能章/歌・横山良一によりコロンビアから発売されました。2か月後には全国発売に切り替えられ、天草
の国立公園運動PRソングとしての役割も果たしました。しかし残念なことにその生涯は短く、昭和11年1
月、2年前に罹患した急性肺結核により、24歳の若さで「天草は必ず国立公園になる」と言い残し死去さ
れました。2023年は「天草小唄」発売90年、国立公園編入運動開始90年の年となり、この期に彼の功績
を広く世に伝えるために音楽劇「天草小唄ものがたり」が以下の日程で上演されます。長年愛され続けて
きた｢天草小唄｣の知られざる歴史をこの機会に習得してはいかがでしょうか。
◆天草市民センター8月13日(日) ◆牛深総合センター8月27日（日）開演午後2時【前売】各3000円

※次回の学級開催は、9月20日(水)午前10時～ 郷土歴史講座『天草の昔話』講師：上中 満 氏


